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報告内容の紹介

　12月15日、たけまるホールで令和６年度生駒市
自治連合会第２回全体集会を開催しました。
　森岡自治連合会長と小紫市長の挨拶の後、南地区
の坂本会長より「穴水町支援視察報告」の発表があ
りました。その後、「日本赤十字社による防災講座」

として、実際のAEDと訓練用の模型を使用した心
肺蘇生の方法を練習し、最後に、防災部会から「自
治連合会の防災について」「MCA無線等の関連講
習」の講習が行われました。
　全体集会終了後は、各地区連合会に分かれてそれ
ぞれに係る協議や意見交換が行われました。

第２回 全体集会を開催

　自治連合会副会長の坂本会長から「自治連合会による石川県穴水町への義援金の持
参及び現地視察」の報告と「南地区による石川県穴水町への県外研修」の報告がおこ
なわれました。
　７月に自治連合会正副会長４名で吉村穴水町長に直接お会いし、各自治会及び多く
の自治会員のみなさまから集まった義援金7,410,056円をお渡ししたことや、11月に南地
区県外研修で穴水町役場にて職員の方から震災時の話を聞き、また実際の災害現場や
仮設住宅を視察した現状など、直接現場を目の当たりにした感想とともに、得られた情
報を共有していただきました。今回の共有事項を今後の自治会防災活動に活かしていき
たいと思います。

○「石川県穴水町への支援・視察報告」

　日本赤十字社の職員を講師に迎え、災害時をはじめとした心肺蘇生が必要な場面に
遭遇した時、少しでも多くの人がAEDを抵抗感なく迅速に使用できるように基本的な
使い方についての講習がおこなわれました。生駒市赤十字奉仕団の方もサポートに来
てくださり、参加者全員が複数のグループに分かれ、実際に模型を用いて胸骨圧迫や
AEDを使用する流れを実践しました。

○「日本赤十字社による防災講座（AED関連講習）」

　自治連合会から、災害時に携帯電話等が使用できない際に用いるMCA無線の利用方
法及び自治連合会防災部会が作成を進めている生駒市自治連合会防災計画のポイントに
ついての説明が行われました。
　特に防災計画のポイントでは、被災状況に合わせて自治会の枠組みを超えた協力体制

【自治会間の共助】が必要であるという説明がなされました。

○「自治連合会の防災について　MCA無線等関連講習」

森岡会長あいさつ森岡会長あいさつ AED講習の様子AED講習の様子
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【月見町第1ガーデンハイツ自治会が表彰されます！】
　一般財団法人住宅生産振興財団及びすまいづくり
まちづくりセンター連合会が主催する「第20回住ま
いのまちなみコンクール」において、月見町第1ガー
デンハイツ自治会が『国土交通大臣賞』を受賞し、
今年の７月ごろに表彰される予定です。この度は誠
におめでとうございます！
　当コンクールは生駒市自治連合会か
ら毎年６月ごろに案内をしておりますの
で、皆様の自治会も是非応募してみては
いかがでしょうか。

まいこま発刊にあたってまいこま発刊にあたって
・今回は、市長談話、能登の現状等気になる内容になりました。（中地区 福田）

・編集委員長、委員皆様が自治会活性化のため真摯に記事に取り組んでおられ、たいへん勉強になり
ました。（南地区 山田）

・自治会のページにお立ち寄りいただきありがとうございます。
　今回も防災をテーマに取りあげました。
　地域活動を通じた人の繋がりは、いざという時には必ず役に立ちます。
　自治会にかかわらず地域活動（趣味でも茶話会でも）にできるだけご参加いただいて、地域の方々

と顔を合わせ、会話を楽しんでください。（西地区 長﨑）

・『まいこま』は、生駒の魅力、情報がてんこもり。皆様、是非読んで下さい。（北地区 細谷）

編集委員長
　長﨑　　　格

編集委員
　細谷　江利子
　福田　　佳明
　西野　　秀男
　山田　　　武

　令和６年度奈良県自治連合会自治功労者表彰式
が、令和６年10月７日、奈良ホテルで開催されました。
　この表彰式は、住民自治組織の役員として、長年
にわたり、地域住民の福祉向上に貢献し、行政の円
滑なる推進に協力された方々をたたえるものです。
　生駒市自治連合会からは次の方が表彰されました。
　誠に、おめでとうございます。

〇奈良県知事表彰
　前 萩の台住宅地自治会長　山下 博史さん

令和６年　　
9月  3日

5日
25日
28日
30日

10月  1日
7日

17日
11月    　
2日～3日

5日
16日
21日
26日
28日

12月  2日
5日

13日
15日

令和７年　　
1月  9日

16日
23日
27日

2月  3日
4日

3月  3日

第３回常任理事会
第１回編集委員会
奈良県自治連合会第１回研修会
市政研修会
第２回防災部会
第４回正副会長会議
自治功労者表彰式
臨時（第２回）編集委員会

南地区自治連合会県外研修
第４回常任理事会／市長との懇談会
西地区自治連合会県外研修
まいこま市長インタビュー
奈良県自治連合会県外視察研修
第３回防災部会
第５回正副会長会議
第３回編集委員会
知事と奈良県自治連合会との懇談会
第２回全体集会

第５回常任理事会
第４回編集委員会
第５回編集委員会
奈良県自治連合会第２回まちづくり部会
第６回正副会長会議
奈良県自治連合会第２回研修会
第６回常任理事会（予定）

あしあと奈良県自治連合会自治功労者表彰式

受賞結果はこちら↑

　11月５日、市長・副市長と自治連合会役員との懇
談会を開催しました。
　この懇談会は、地域の課題を市と共有し、解決に
向けて一緒に取り組んでいくことを目的に毎年実施
しているものです。
　当日は各地区で取り上げた課題について、活発な
意見交換が行われました。時間の都合上当日取り上
げられなかった質問や要望についても、後日各地区
へ回答がありました。
　自治連合会では、今後も市との情報共有の機会を
通じて連携を取っていきたいと考えています。

市長との懇談会
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〈自治会を楽しむ!?〉
（長﨑）
　今回まいこまの編集にあたり、市長に自治会につい
てのインタビューをすることになりました。僕は「自
治会って本当は何をせなあかんやろうね」というとこ
ろをとても疑問に抱いています。ここだけの問題じゃ
ないんだけど高齢化でなり手がない、なりたい人がい
ない。こういう状況下にあるということに対して、ま
ず市長何かお考えがありましたらお願いします。

（市長）
　そうですね。今、自治会が高齢化してなり手がいな
いとか、いろいろ業務が行政から来て大変という話も
お聞きします。自治会にご負担をかけているところは
申し訳ないというのが前提なんですけど、本当は自治
会というのは、長﨑さんが「課題解決と魅力創造」っ
ておっしゃってましたけど、僕も本当にそうだと思っ
ていて、課題をみんなで解決しようっていうのもある
し、それだけだとちょっとしんどくなるので、逆にみ
んなでやったら面白くできるという魅力創造、つまり

「ワクワクを創る」みたいな、その２つの視点から各
自治会で考え、実行していただくものだと思っていま
す。それが本来の姿なはずなんだけど、今はやらなきゃ
いけないことだけが積み上がって、自分たちで楽しい
ことをやるという部分がすごく小さくなっちゃってる。
僕らは自治会にお願いする部分を何とか少なくして、
本来の自治会の立場にもう一度戻していただくような
ことを応援しなきゃいけないと思っています。もちろ
ん、自治会が無いと困るけど、自治会を作ることは義
務でもないし入ることも義務でもないので、みんなで
集まって何をやりたいのかというところに立ち返ると
いうことが必要なのかもしれません。
　一番はやはり魅力創造の部分を考えていただいて、
ワークショップなどを通して「みんなでどんなことを
自治会館や公園でやりたいのか」みたいな話が増えて
くるといいなと思いますし、そういうところを僕らも
しっかり応援しなきゃいけない。そのためにやはり自

治会の業務をちょっと減らしてくれという話はあるで
しょうから、それもきっちりやっていきたいと思います。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
〈子ども自治会長〉
（市長）
　自治会員の皆さんにはお仕事とかいろんな経験を基
にした特技って絶対ありますよね。あと、地域で何か
やりたいっていうアイディア出しを、子どもたちを入
れて議論すると意外といろいろ話も出てきて面白いか
もしれないですね。
（長﨑）
　そうそう、子ども自治会長みたいなのっていいかも
しれないですよね。
（市長）
　本当にそれすごくいいですね。子どもがどんどん地
域で役割を持ってほしい。何か脚光を浴びるような経
験って子どもにとって大切ですし、子どもに「自治会
館とか公園とか好きに使っていいからどんなことをし
たい？」と聞いたら、突拍子もないものから結構面白
いものまで出てくると思うんです。そういうのを拾い
つつ、子どもたちだけじゃできないからそこに特技を
持ってる人たちを組み合わせたらすごい面白いことが
できます。こんなことが1個でもできたらすごく自治
会って楽しいはずなんです。そういう経験をした子ど
もって多分一生覚えてると思うんですよね。そうやっ
て多世代交流が生まれたり、子どもたちも地域を楽し
みながら自然と役割を担うととてもいいなと思います。
子ども自治会長みたいなのはとても面白いです。例え
ば公園で焚き火してキャンプファイヤーしてテントで
寝る、なんて大人はそんなこと思いつかないし、やろ
うとも思わないけど、子どもは自由な発想を持ってる
し、そんなことがとても面白いと感じる感性がある。
公園の活性化にもなりますしね。だから子ども自治会
長を中心に子どもたちにイベントを企画してもらった
らとても盛り上がるのではないかなと思います。
（長﨑）
　誰か引っ張る人がいるんですよね。

（市長）
　やはりそれは必要なんです。だからこそ、アンケー
トで地域でやりたいことのアイディアを聞いたときに、
言い出しっぺを上手に捕まえる。「そのアイディア面
白いからぜひやってよ、みんなで応援するから」と言
う感じですね。

市長に聞いてみた！

「自治会って本当は何をせな
� あかんやろうね？」

令和６年11月21日　生駒市役所にて
インタビュアー・長﨑編集委員長
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（長﨑）
　そうそう僕プロデュースは結構得意なんです。この
人とこの人組み合わせたら面白いでとかって。
（市長）
　素晴らしい。地域のアイディアや人をつなぐのは、
地域をよく知る自治会長にお願いできれば一番ありが
たい仕事です。自治会長が全部やりすぎると、しんど
すぎるし、会長が変わるとうまくいかなくなることも
ある。だからアイディアの言い出しっぺが実行役なん
ですよ。それを会長は後ろから全力応援するし、お手
伝いする。同じようなアイディアに興味があったり、
アイディア実現に役立つ特技を持つＢさんを紹介する
というのをやってもらう、というのが基本形かなと思
います。
　僕はそんなことを“まちのえき”と言う事業を通じ
て自治会と連携して進めてますけど、“まちのえき”
の基本はアンケートをとって特技ややりたいことを聞
いて、それをプロデュースで繋いで何か小さいことか
ら形にしていこうねというものです。課題解決も大切
ですが、楽しい要素もやはり10のうち1か２ぐらいは
ないとね。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
〈おもしろいことをしよう！〉
（長﨑）
　最後に、市長が期待するというか、自治会にこんな
ことやってくれたらいいのにということはないですか。
（市長）
　そんな、もう今すでにとてもお世話になってますか
らね。でも何ですかね、やはりお願いしたいこととい
うか一緒にやらせていただきたいことは、本当に“ま
ちのえき”みたいな課題解決と楽しい機会の創出を是
非一緒にやりましょうということですね。自治会で文
化祭とか結構やってくれてるでしょう。例えば「あの
人めっちゃ字上手なんや」とか、「あの人落語出来る
ねんな」とかありますよね。地域の人も意外と知らな
いんですよね、近所の人の特技。だけど文化祭とかが
きっかけに新しいスターが生まれたり。
　あと僕も教育委員会に言ってるんですけど、子ども
たちに「地域におるすごい人を探してきて」という宿
題を出すべきだと思うんです。そうすると子どもたちは
面白がって結構しっかり調べてくるんですよ。あの人は
野菜作る名人やとか、すごく大きい鯉を飼ってるとか、
どこかの仏教の研究所のすごい偉い人やとか、そんな
話を持ってくるんですよね。そういう人たちに、例えば

自治会の文化祭に出てもらうのでもいいと思います。
　やはり自治会の活動って課題の解決とか本当に大切
な地域活動を支えていただいてる僕たちのかけがえの
ないパートナーだしお世話になりまくってるんですけ
ど、同時に冒頭の話みたいにちょっと面白いことをみ
んなで考えようやと。それが負担の上乗せと思っちゃ
う人も多いんですけど、なんか別腹というか、一度楽
しめばそんな負担感ないですよね、面白いことやって
る時はあっという間に時間が過ぎる。そんな自治会が
いくつも生まれています。
（長﨑）
　面白いと感じたらやるんですよね。負荷は何もかか
らないんで。
（市長）
　その１つのポイントは子どもですかね。子どもはいろ
んなアイディアがあるし、例えばどこかの家庭で余っ
てるビニールプールを5個ぐらい並べて、スーパーボー
ルやヨーヨーすくいをするとか、子どもがジャバジャ
バ遊ぶとか。それでテントを張って横でちょっとバー
ベキューとか、他にもアイスクリームでも置いとけばも
うとても楽しい場所が予算もほとんどかからずできる。
もちろんお世話する人は必要だけど、子どもが楽しむ
姿を見たいと言ってくれる人は必ず地域にいますから。
（長﨑）
　使い勝手のいいものがいっぱいできてきたし、ちょ 
っとその気になりゃ。ただやっぱり主催者はちょっと
しんどいよね。
（市長）
　やっぱりそう、だから会長が全部やるのではなく、
一歩引いた位置でやれるように。だからそのための工
夫はさっき言ったようにアンケートとかで特技を聞い
て言い出しっぺになる人がいて、でもその言い出しっ
ぺも1人だと心細いから、同じような子どもの面白い
イベントをしたいっていう人ここにもおったでとか
言ったら、この2人で何かちょっと面白いことやりま
せん？とかいう。そこに例えばうちの職員とかが一緒
に入って、こんな市民団体さんもおるから一緒にやっ
たらとか、何か力になれたらいいなと思います。
（長﨑）
　市長いろいろ考えられてて面白いですね。素敵な時
間をありがとうございました。
（市長）
　インタビューどころか、長﨑さんにいろいろ教えて
もらってとても楽しい時間でした。ありがとうござい
ました。
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災害を学び防災を考える

　生駒市と敦賀市は令和３年11月に友好都市連携を結
んでおり交流を続けています。
　まず訪れた施設は、日本原子力発電㈱敦賀市原子力
館です。福井県には現在15基の原子力発電所がありま
すが、日本で最も多くその全てが嶺南地域にあります。
小学校の頃から原子力について別枠で授業が行われ
るなど、福井県と原子力発電所は深い関係が続いてい
ます。
　続いて「あっとほうむ（原子力の科学館）」の見学と、
福井大学付属国際原子力工学研究所の安田仲宏先生の
原子力についての基礎と身近にある放射線についての
講義を受けました。
　私たちの身の回りは、放射線や放射性物質があふれ
て、地球自体も放射性物質を含んでいて、宇宙、太陽
からも絶え間なく降り注いでいます。地球の作物には
放射性物質がごく微量含まれていますし、私たちの体
の中にも常に存在します。放射線について正しく知る
ことが大切です。
　そして敦賀市には、平成26年に設立された敦賀市
防災士会という組織があり、意見交換会を行いまし
た。普段の活動として行われているのは、災害が起こ

る前のスキルアップ、住民の意識の向上のため防災研
修会、防災訓練等への協力です。防災、減災の考え方、
自然災害そして原子力災害への取り組み、原子力を正し
く理解することで避け方を学ぶなど勉強になりました。
　最後にあくまで個人の意見ですが、電力の安定的な確
保のためには、原発は必要不可欠な気がします、水力、
火力、太陽光、風力等の発電との使い分けバランスが
大事だと思います。ただし原発については、廃炉、再稼
働そして核のごみ問題、今生きる私たちは問題を先送り
にしないで、未来を生きる子どものために道筋を示さな
ければなりません。

防災は日ごろのご近所付き合いから

　台風崩れの低気圧による雨の中、最初の訪問先であ
る石川県能美市防災センターに向けて南地区自治会役
員19名が出発しました。道中もずっと雨でしたが、防
災センターでのいろいろな装置による体験は雨も忘れ
るほどの印象深いものでした。特に、地震体験では
震度２から７まで体験できるもので震度７は本当に怖
かったですし、火災による煙の中の避難は予想外に困
難であることを痛感させられました。
　初日は、その後宿泊先の氷見温泉に向かい、夕食を
楽しみながら各役員の自己紹介とその後の歓談を通し
て親睦を深めることができました。
　翌日は宿泊先から穴水町役場に向かいましたが、そ
の途中に利用した『のと里山海道』は一応復旧したと
はいうものの、路肩の土砂崩れによる迂回路や路面の
凸凹が多くみられ地震による被害の大きさを改めて思
い知らされました。
　目的地の穴水町役場では３名の職員にお出迎えいた
だき、町長や町議会議長のご挨拶の後、職員から震災
による被害状況、対応状況、そして課題を説明いただ
き、その後の質疑応答により大変参考となったのは以
下の通りです。

『防災計画は策定していたが、今回の被害は計画を大
きく上回り、町指定の避難所では足りず、各地区長の
判断により地区の集会所、老人ホームに避難されてい
た。』
　これを聞き、物事は計画通りに運ぶことはなく、臨
機応変な対応ができることと、それを可能にする顔の
見える日ごろからのご近所同士の付き合いが肝要であ
るということが今回の研修で得た教訓です。

自治連合会県外研修報告西地区 
松美台東自治会会長　綾部　政浩

11月16日（土）
福井県敦賀方面

自治連合会県外研修報告南地区 
ローレルコートエスタ萩の台自治会会長　山田　武

穴水町役場にて穴水町役場にて

能美市防災センターへ訪問能美市防災センターへ訪問

あっとほうむにて研修の様子あっとほうむにて研修の様子

被災現場の視察被災現場の視察

敦賀市防災士会の方々と敦賀市防災士会の方々と

11月2日（土）　　
～3日（日）

石川県能美・穴水方面
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高山製菓株式会社
〒630-0101生駒市高山町6785

検索

0120-6666-11 FAX0570-068-068
★ネット販売もご利用ください 高山製菓

漏水調査、管内カメラ調査漏水調査、管内カメラ調査

お気軽に
ご相談ください！！

出張・見積もり・相談無料！！出張・見積もり・相談無料！！生駒市内 生駒市指定331号

生駒の水道屋さん
水漏れ・つまり修理、お任せください！水漏れ・つまり修理、お任せください！

1,000 円引き！「まいこまを見た」で

Nice days, Together!Nice days, Together!
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国内旅行・海外旅行

いこまツーリスト
※団体旅行、グループ旅行、個人旅行　お電話1本で予約・手配・
発券ができます。※他社パッケージ旅行の予約ができます。※各種
保険も取扱ってます。

☎ 73-3636（0743）
生駒市小明町541－3

【営業時間】
●月～金曜日
　AM10:00 ～ PM5:00
●定休日
　土・日曜日、祝・祭日

企画から印刷まで 総合印刷会社
入力・編集・管理から製品まであらゆるデーター処理します。入力・編集・管理から製品まであらゆるデーター処理します。

どのような印刷物でもご相談下さい

☎0742-34-2161☎0742-34-2161

FROM PLANNING TO PRINTINGFROM PLANNING TO PRINTING

株式会社

昭文社
株式会社

昭文社
〒630-8031　奈良市柏木町176-1


